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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバル化やそれに伴う産業再編によって、都市の

再構築が進められてきた東アジアにおけるホームレス支援モデルの類型化を図っていくこ

とを目的としている。そのため、東アジアの先進都市におけるホームレス化と社会的排除

との関連性、住宅困窮層に対する居住支援や社会的企業などに関する評価を行うと共に、

東アジアの包摂都市に向けたワークショップを企画、実行し、今後も研究や支援手法、政

策的な連携が期待できる交流ネットワークを継続させていく基盤構築に資することができ

た。 
 

 
 
研究成果の概要（英文）：This research seeks particular patterns in the East-Asian 

homeless assistance model. This model has been developed amidst industrial 

restructuring and urban remodeling in line with globalization. For this reason, this 

research has engaged in onsite surveying to explore in an empirical and comprehensive 

way the relation between the increase in homelessness and social exclusion in 

East-Asian developed cities. This research has realized to initiate workshop on 

developing ways for an East-Asian inclusive city by connecting research to practical 

assistance measures, and also into policy making. As for the results, we have assessed 

and analyzed from our surveys the impact of housing assistance and social enterprises 

in relation to the diversification of relating policies and means of assistance for the 

housing poor and homeless. 
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１．研究開始当初の背景 

90 年代に入り急激な経済的・社会的変化の

中、それによるしわ寄せを受ける人々が急増

した。中でもホームレスの人々の存在は、東

アジアの先進都市が共通的に抱えている問

題であり、これまで様々な観点からのアプロ

ーチが、それぞれの国や地域の政策方向や民

間支援団体等が置かれている社会的な状況

の違いに基づき、多様な形で展開されてきた。

ホームレス化に至るまでのメカニズムや、そ

れによるプロセスは異なっており、中には海

外の移住労働者のホームレス化が危惧され

る場合等、新たな社会的課題への対応が急が

れる例もあった。本研究は、このような経済

社会的な背景の下で、とりわけ東アジアの先

進都市におけるホームレス問題の現状の検

討とその支援モデルの相互比較の必要性を

背景として研究を始めることとなった。 

２．研究の目的 

東アジアの先進都市が共通的に抱えるホー

ムレス問題への現状を同定し、かつそれに対

応する政策環境の築かれ方、そして民間支援

のあり方等を比較検討することを通じて、東

アジアにおけるホームレス支援モデルの類

型化を図っていくことを目的とする。さらに

このような研究活動を推進することから形

成されるさまざまな研究や人材のプールを

最大限生かし、それぞれの経験が共有できる

ようなプラットフォームの構築にも資する

きっかけとなることを目指す。 

３．研究の方法 

東アジアの先進都市において９０年代以降

急増したホームレス化と社会的排除との関

連性について、実証的な研究、実地調査・文

献及び関係者へのインタビュー、その他の資

料収集等、総合的な調査手法を包括的に用い

ながら調査に取り組んできた。 

４．研究成果 
東アジアの先進都市における住宅困窮層及
び社会的不利地域についての比較検討を行
い、各種書籍及び学術誌に研究成果を報告し
てきた。さらに、住宅困窮層及び社会的不利
地域の再生に向けた都市間のネットワーク
を図るため、東アジアの包摂都市に向けたワ
ークショップを企画し、実行させ、第１回目
は、昨年度に台北にて、第２回目は今年の２
月にソウルで行い、第３回目のワークショッ
プも来年２月に日本での開催を各国が合意
しており、東アジアにおけるインクルーシブ
シティネットの構築に向けた実践知のプラ
ットフォームの形成に資することができた
ことは大きな成果の一つと言えよう。 
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